
■一般社団法人 鹿児島県作業療法士会 理事会 議事録 
日時：令和 4 年 11 月 21 日（月）19：00～ 
場所：Web 会議 
出席者：吉満・藤田・福永・西・柳田・黒木・住吉・坂下・日髙・小澤・田中・安藤・峯戸松 
欠席者：深見・永山 
 
報告  
報告事項 1  

提出者：田中有貴  
士会内での立場：事務局長 
報告：年会費納入状況について  
内容：11/21 現在 総会員数 1182 名中 1007 名（85.2％）納入済み 
   2 年未納 27 名 １年未納 148 名  
   2 年未納の方は 12 月末で強制退会となります。 
 
  →督促状を送る LINE@で広報予定 
  8 月に行ったが効果はあった 12 月中に行う予定 

  
報告事項 2  

提出者：田中有貴  
士会内での立場：事務局長  
報告：退会者について（3 名） 
内容：土生遼太 せいざん病院 76592 退会理由記載なし 
   當房紀人 種子島医療センター 72752 北海道へ転出 
   川原郷子 介護老人保健施設はやひと 11073 退会理由記載なし 

 
報告事項 3  

提出者：田中有貴  
士会内での立場：事務局長  
報告：介護認定審査会委員、障害支援区分認定審査会委員の推薦者について 
内容：鹿児島市、薩摩川内市、さつま町、北薩、曽於地区、姶良伊佐地区、南薩、指宿市の推薦者が決定しました。

1/13 までに大隅肝付地区の推薦が必要となっています。こちらは詳細な情報が届き次第、Teams にてお知らせす
るので候補の方へのお声掛けをよろしくお願い致します。 

 
 →14 年超の方々？ 



 
報告事項 4 

提出者： 坂下寛志 
士会内での立場： 広報部理事 
報告： 第 39 回 かごしま市民健康まつり参加報告 
内容： コーナータイトル「脳いきいき体験」にて広報部員(4 名)+県士会スタッフ(2 名)で参加 
展示コーナー、軽運動コーナー、創作活動コーナー(パラコードで作るキーホルダー作製) 

 
課題；参加スタッフの増員が必要。出来れば鹿児島市の活動でもあるので近隣病院の協力、鹿児島 
   市の代議員の参加を募れれば。。。 
   当日の活動に関して、ハッピは暑くビブスの購入を検討したい。 
   備品の保管を事務局に保管していいでしょうか？(杉安病院の男子更衣室に保管している) 
   ポスター等も 
→7－8 名での運営が良さそう。ビブスの購入は可、見積もりを。保管場所、事務局に相談を。 

 
報告事項 5  

提出者： 永山俊介 

士会内での立場：地域リハ推進部理事  
報告：県からのリハビリテーション専門職派遣依頼 

   内容： 
◯ 伊仙町     日時：11 月 8 日  派遣者：壽三佐子 OT   内容：通いの場 
◯ 徳之島町  日時：11 月 8 日  派遣者：深見友一 OT    内容：訪問・通所介護職員への助言  
◯ 西之表市      日時：11 月 21 日  派遣者：永山俊介    内容：地域ケア会議支援・講話 
◯ 出水市         日時：12 月 3 日  派遣者：永山俊介   内容：介護保険給付適正化における助言 

 
報告事項 6 
提出者：柳田信彦   
士会内での立場：学術部担当   
報 告：県学会  



内 容：１．第 33 回鹿児島県作業療法学会（回数について要確認） 
 ・令和 6 年度に予定 
 ・学会長の選出を検討中 
 
   
報告事項 7 
提出者：柳田信彦   
士会内での立場：学術部担当   
報 告：学術誌：  
内 容：Vol.29：新規投稿数：０件  

現在：採択１件、査読中 1 件 
       特集テーマ：（案）地域包括ケアシステムにおける作業療法士の役割 

記事 1：地域包括ケアシステムにおける作業療法の実際（案） 
            執筆者：肝付 氏（みなと病院） 
       記事 2：地域で求められる作業療法士とは～理学療法士の視点から～（案） 
            執筆者：白濱 氏（株式会社 和月） 
       記事 3：地域で求められる作業療法士とは～作業療法士の視点から～（案） 
            執筆者：住吉 氏（池田病院）        

令和 5 年 3 月に発刊予定 
  
報告事項 8 
提出者：柳田信彦   
士会内での立場：学術部担当   
報 告：研究支援事業：  
内 容： 
１．研修会報告  

➀第 3 回研究法研修会 
  タイトル：研究デザインの決め方と文献検索の方法、 

日 時 ：令和 4 年度 10 月 21 日（金）19 時 30 分～21 時  
講 師 ：寺岡 睦 氏（吉備国際大学保健医療福祉学部） 
内 容 ：文献検索の方法や研究様式、デザインを学ぶ 
参加者 ：17 名（6 年目以上であり、11～16 年目が 40％と多かった。） 

アンケート結果：「第 2 回目のように研究計画書の作成方法を、ヒントを得ながら教授してもらいたい」「第 2 回はワークが多
かったのに今回は講義ベースだったのも残念だった。講義の内容は資料を読んでもある程度は理解できると思われた。多くの人
はうまく検索できず欲しい文献にアクセスできないと思うため、研修の中で少しでも自分が欲しい論文にアクセスできると研修満
足度が高まるのではないか」のように座学だけではなく、演習など参加者が実践して学べる研修会の実施の意見が多かった。 



※これは参加者の参加状況（毎回参加してくれている方）や経験のある参加者が多かったことも要因として考えられる 
 
２．今後の研修会予定 
 ➀第 4 回研修会 

タイトル: 研究法に必要な統計について学ぶ 
開催日時:令和 4 年 11 月 30 日(水) 19:30～21:00 
場 所:個別 web 受講 
講 師:平賀 勇貴氏  会員番号 40884(福岡国際医療福祉大学医療学部作業療法学科 助教) 
研修目的：研究法に必要な統計の理解を深める 
研修内容: 近年，根拠に基づく実践が浸透し，作業療法においても根拠が求められるようになっている．その根拠を
明らかにするためには研究が必須であることから，研究の種類や様式を理解することは重要である．また，研究により
得られたデータ（何らかの目的のために取得された数値や符号の集合体）から確率的な説明をするためには統計学の
理解が必要となる．私は統計学者ではないが，作業療法士のための研究に必要な統計学について提示していく． 
  
➁2 月   エキスパート向け    量的、質的研究の各エキスパートの先生に自分の研究を話してもらう 

  
３．研究相談会：案内を広報中 
  
４．課題研究助成制度：進行継続中 
  研究助成承認：加治木温泉病院 藤本皓也氏   

テーマ：中枢神経系疾患を伴う対象者に対し、手指屈曲伸展反復運動時の同時性収縮の評価方法の検討 
期間：令和 4 年 6 月～令和 6 年 5 月まで 制度を実施中 

  進行中 
 
   
報告事項 9 
提出者：柳田信彦   
士会内での立場：学術部担当   
報 告：学術部コンテンツ  
内 容：・第 32 回鹿児島県作業療法学会の講演を m3.com、および一部の講演を Youtube で学会参加者限定に配

信中。11 月まで配信予定 
 

報告事項 10 
提出者： 永山俊介 

士会内での立場：地域リハ推進部理事  
報告：POS 連絡協議会と共同した研修会の実施 



   内容： 
  ◯ 訪問リハビリテーション実務者研修会 10 月 29 日（土）ZOOM 
  ◯ 地域ケア会議推進リーダー研修会   10 月 22 日（土）ZOOM 
  ◯ 介護予防推進リーダー研修会     10 月 23 日（日）ZOOM 
 
 

報告事項 11 
提出者： 永山俊介 

士会内での立場：地域リハ推進部理事  
報告：発達支援 K-OT チーム研修会の実施 

   内容： 
タイトル ：「学校を理解して支援ができる OT 育成研修会－基礎編―」 
日 時 ：令和４年 10 月 16 日、10 月 30 日 
場 所 ：Zoom 
参加者 ：１日目    31 名（内訳：本県協会員２３名／他県士会員５名／非会員３名） 
        ２日目    28 名（内訳：本県士会員２１名／他県士会員３名／非会員４名） 
        ＊両日参加：２７名 
 
報告事項 12 

提出者： 住吉賢一 
士会内での立場：大隅支部理事  
報告：大隅支部研修会の実施 

   内容： 
タイトル ：「脳卒中上肢麻痺に対する電気刺激療法と振動刺激療法の基礎と臨床」 
日 時 ：令和４年 11 月 13 日 
場 所 ：Zoom 
参加者 ：申し込み 49 名/参加者 34 名 他県士会員 5 名 
 
報告事項 13 
提出者：西綾 
士会内での立場：副会長 自動運転再開作業療法検討委員会代表 
報 告：11/20  自動運転再開作業療法検討研修  
内 容：11/20 8：45～12：30 
    講 師 ： ① 西 綾  （ 株 式 会 社 輝 く 羽 ） 

                         ~ ア ン ケ ー ト 結 果 と 鹿 児 島 県 の 自 動 車 運 転 再 開 に 関 す る こ と ～ 



                           ② 塚 本  末 幸    （ 本 田 技 研 工 業 株 式 会 社  安 全 普 及 本 部 ） 

          ～ 全 国 の 連 携 事 例 に つ い て の 紹 介 ～ 

                           ③質疑応答   

   参加者：・作業療法士 27 名  ・教習所関係者 ３５名（19/30 校） 

   県警・指定教習所協会・鹿児島県作業療法士協会の連携の必要性などの意味合いを深められた 

 
議案  
議案 1  

提出者：田中有貴 
士会内での立場：事務局長 
議案：新入会員について（2 名） 
   本村淳弥（ﾓﾄﾑﾗ ｱﾂﾔ）大隅鹿屋病院 協会番号記載なし 
   久保絃美（ｸﾎﾞ ｲﾄﾐ）合同会社 Ridicolo 協会番号記載なし 
決議事項：承認 

 

議案 2  
提出者：田中有貴  
士会内での立場：事務局長 
議案：補正予算案について(別紙参照) 

 決議事項：承認 

 

議案 3  
提出者：田中有貴 
士会内での立場：事務局長 
議案：会員証、会費納入シールについて 



 

 

 

 

 

 決議事項：表面と会費納入シールはこのデザイン案で承認。裏面には県協会ホームページの QR コードを記載し、5 年分
の会費納入シールが貼れるようなものとする。 



 

議案 4  
提出者：田中有貴 
士会内での立場：事務局長 
議案：来年度の会議費について 
  来年 1 月中旬ごろに各部局の予算案を提出していただく予定ですが、会議費についてはどのような金額にすべきか検討

しておかなければ予算立案が難しいので、具体的な金額を決定しておく必要がある。 
 

1.理事～部員の会議費 UP について 
改定のポイント 
会議費が「実費」か「謝金」か税制上の妥当性、総会で正当性を説明できるか 
亀高 
⇨謝金とすると兼業が認められない理事、部員は協会活動ができないため、実費とする 
⇨実費とすると最低賃金/時間+α が目安となる⇨部員 1,000 円/時間 
（会長から部員ではなく）部員から会長まで実費に緩やかな傾斜とつけると下記のようになる 
（新 A 案） 
副部長/部員：1,000 円/時間 
部長/委員長：1,250 円/時間 
理事/監事：1,500 円/時間 
副会長：1,750 円/時間 
会長：2,000 円/時間 
（会議は 30 分延長すると繰上げ換算） 
（新 B 案） 
副部長/部員：1,250 円/時間 
部長/委員長：1,500 円/時間 
理事/監事：1,750 円/時間 
副会長：2,000 円/時間 
会長：2,250 円/時間 
（会議は 30 分延長すると繰上げ換算） 
今年度の上半期の会議を元に新 A 案、新 B 案で試算すること 

 

 決議事項：継続審議。新 A 案で昨年度の各部局の会議費を試算し、次回の理事会で提出していただく。 
 

  
議案 5 



提出者： 永山俊介 
士会内での立場： 地域リハ推進部理事 
議案： 予算にない講師依頼に対する対応 
 パーキンソン病友の会鹿児島県支部より講師派遣依頼あり。 
 協会としてお受けすることとなっているが、予算にない講師依頼に対して講師を派遣する際の謝金につ 
 いて、どのような取り決めがあるかお伺いしたい。（今回は、先方より若干の交通費程度は出せるとの 
 お話あり。） 
 

 決議事項：  
  
議案 6  

提出者：吉満  
士会内での立場：会長  
議案：パラ e-スポーツチームの創設 
   リーダーに種子島医療センターの濱添さん 

 決議事項： 年次目標・プロトコールを定めて期間内に計画を実行していただくようなスキームがあった方が良いと思う。他領
域ある中でなぜこの領域を支援するのかといった選定理由や目的、理念などを示し公表することが望ましいと考える。企画自体
は魅力的で今後協会の取り組みの一つの柱になるかもしれない（身近な作業療法の支援として一般の方との接点にもなりう
る）。 
      
議案 7  

提出者：  
士会内での立場：  
議案：組織改編 

 決議事項：  



  

議案 8  
提出者：西 
士会内での立場： 副会長 
議案： 講師登録制度に関して 

 募集用の Google フォームを作成いたしました。内容のご確認よろしくお願い致します。 
    【講師登録制度】 
この制度は、鹿児島県作業療法士協会（以下、県協会）会員の皆さまに社会活動の機会を提供する目的で実施されま
す。 
 
この制度に登録していただくことにより、当協会が他団体や医療・福祉施設から講義や実技の講師、パネリスト等の紹介依頼
を受けた際に、登録講師（以下、講師）の専門性や臨床・教育経験を考慮して、当協会として推薦します。 
【講師登録リストの更新】 
年に１回の新規登録及び更新 
・講師登録の受付期間：令和５年１月～２月 
・登録の調整：令和５年３月 



・県協会ホームページにおける講師の開示：令和５年４月 
  
【登録者資格】 
鹿児島県作業療法士協会会員であり、1 から３のいずれかに該当する者 
 1. 経験年数６年以上の基礎研修修了者 
 2. 認定作業療法士 
 3. 専門作業療法士 
 
【基本的な流れ】 
 事前の流れ 
 １．講師依頼は、県協会（事務所）で受付 
 ２．登録管理部門にて講師選定し、理事会で決定 
 ３．当協会から依頼内容を講師へ相談 
 ４．依頼受諾後は依頼主とのやり取りを講師へ引継ぎ 
 ５．使用する資料（PDF）やプログラム（PDF）を当協会へ提出 
 事後の流れ 
 ６．依頼主からのアンケート回収 
 ７．謝金は県協会の事務手数料を差し引き、講師へ振込 
【注意事項】 
 
＊継続して依頼があった場合、トラブル防止の観点から個人間の契約を禁止します。 
＊業務遂行上、講師に起因するトラブルがあった場合、講師登録を抹消する場合があります。 
＊メールに関しましては、キャリアメール以外をお使いください。 
 
フォーム→https://forms.gle/TviM5T2SNWp4f1wWA 
決議事項： 
 
議案９ 

提出者： 西 
士会内での立場： 副会長 自動運転再開作業療法検討委員会代表 
議案：自動車運転再開作業療法検討委員会における、資料提供や連携シート等のダウンロード等の情報提供場所とし

て鹿児島県作業療法士協会 HP 上にコーナーを作成してもよろしいいでしょうか？ 
 決議事項： 

 



議案 10 

提出者：  
士会内での立場：  
議案： 

 決議事項： 
 
    
【その他】  
  
次回会議：12 月 19 日 19 時から 


